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小笠原村の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

2/23現在 

父島 

96.9/100 

母島  

93.8/100 

１月気象状況（父島）

最高気温   23.5℃ 

最低気温   10.7℃ 

平均気温   18.6℃ 

平均湿度   66％ 

月降水量  123.5mm

住民基本台帳登録者数（２/１） 

            2,348人 

             父島      母島   

   人口     1,903人   445人 

  世帯数    1,023     240 

短期滞在者       35人      39人 

ＮＯ．４９５ 

平成17年(2005) 

３/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 
 
 
 
 
 

仮校舎からの引越しも終え、２月１４日から新校舎での 
授業がスタートしました。 
この校舎は、地域に愛される学校を目指し、住民の声を 
反映させるために「母島小中学校改築連絡会」を設置し、 
取り組んできました。 

 
 
 
 
 
建築デザイン的にも小笠原独自の材料などが利用され、 
随所に小笠原らしさが表現されています。 
 
 
新校舎は、「環境に優しい学校の推進」を目指して、太陽光発電システムや雨水利用システムなど環境に 
配慮したエコ・スクール（省エネルギー）化にも取り組みました。 
 
１．太陽光発電（５０キロワット／時）  

校内の照明などに使用されます。余った電力は電力会社に売電します。 
    

２．雨水利用（２５０トン） 
集めた雨水はトイレの水などに利用されます。 
  
３．自然通風利用 
高窓を設置することにより通風を良くし、空調の使用量を軽減します。 
 
 

地域住民の皆様、設計・工事、その他多くの関係者の方々のご協力に深く感謝申し上げます。 
 
 

小笠原村教育委員会 小笠原村母島支所 母島小中学校 
 

待ち望んだ新校舎が完成しました 

大理石モザイク壁画ロース石壁面レリーフ 

中庭からの眺め 

屋根に設置されている太陽光発電パネル 
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軽
自
動
車
等
の
届
出 

 

１ 

軽
自
動
車
等
（
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・
軽
自
動
車
）
の

所
有
者
は
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。 

【
車
両
を
人
に
譲
っ
た
時
】 

○
名
義
の
変
更
の
届
出 

【
車
両
を
廃
棄
等
し
た
時
】 

○
廃
棄
の
届
出
（
標
識
の
返
納
） 

【
車
両
の
定
置
場
変
更
等
の
異
動
が
あ
っ
た
時
】 

○
定
置
場
等
の
変
更
手
続
き
な
ど 

 

こ
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
必
要
な
届

出
を
さ
れ
な
い
と
、
島
外
搬
出
な
ど
に
よ
り
廃
棄

済
み
の
車
両
や
人
に
譲
っ
た
車
両
の
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
車
両
の
紛
失
や
盗
難
が
あ
っ
た
場
合
で

も
、
そ
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
所
有
者
と
し
て

登
録
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
軽
自
動
車
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。 

 

２ 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
（
賦
課

期
日
）
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
主
た
る
定
置
場
の

市
区
町
村
で
、
そ
の
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
よ
っ
て
、
４
月
２
日
以
降
に
譲
渡
・
廃
棄

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

軽
自
動
車
税
に
は
、
自
動
車
税
（
普
通
自
動

車
・
三
輪
以
上
の
小
型
自
動
車
）
の
よ
う
な
月
割

課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
年
度
の
４
月

１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
に
、
年
税
額

が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

軽
自
動
車
等
に
係
る
税
金
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
村
役
場
税
務
係
ま
で
。 

軽
自
動
車
等
の
届
出
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、車
両
の
種
別
ご
と
に
次
の
表
で
ご
確
認
の
上
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

                              

大
根
山
霊
園
の
管
理
に
つ
い
て 

 

大
根
山
霊
園
の
管
理
は
、
草
刈
作
業
等
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
霊
園
の
構
造
上
、
墓
地
区
画
内
に
土
が

流
れ
込
む
等
、
ご
指
摘
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。 

そ
の
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
試

験
的
に
次
の
２
つ
の
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

①
墓
地
区
画
上
の
斜
面
部
分
に
、
防
草
シ
ー
ト
（
天

然
繊
維
素
材
を
使
用
）
を
敷
設
し
、
雑
草
を
生

え
に
く
く
す
る
。 

車  種 種   別 問い合わせ先 

原動機付自転車 

50cc以下(一種) 

50cc超90cc以下(二種･乙) 

90cc超125cc以下(二種･甲) 

ミニカー 

小型特殊自動車 農耕作業用及び特殊作業用 

小笠原村役場財政課税務係 

 

※転出した場合は、転出先の市･区役

所、町･村役場の軽自動車税担当係

二輪小型自動車 250ccを超えるもの 

二輪車(125cc超250cc以下) 

関東運輸局東京運輸支局 

品川区東大井１－１２－１７ 

TEL ０３－３４５８－９２３５ 

軽 自 動 車 三輪車(660cc以下) 
 

四輪車(660cc以下) 

軽自動車検査協会東京主管事務所 

港区港南３－３－７ 

TEL ０３－３４７２－１５６１ 

 

  
 

今年の７月に東京都議会議員選挙が予定されています。 

新たに転入された方、または転出を予定されている方は、選挙管理委員会にお問い合わせください。 

 
◎小笠原村へ転入された方 
 
小笠原村に転入届を提出  → 平成１７年３月２３日以前 → 小笠原村で投票できます。 
 

したのはいつですか？  → 平成１７年３月２４日以降 → 前の住所地で投票となります（注）。 

 
 
◎小笠原村から他の市町村へ転出される方 
                
引越し先に転入届を提出  → 平成１７年３月２３日以前 → 引越し先の住所地で投票できます。 
 

 するのはいつですか？  → 平成１７年３月２４日以降 → 小笠原村で投票となります（注）。 

 
※都外へ転出または、都内で２回以上転居すると投票できなくなります。 

 
（注）該当する方は、不在者投票となりますので、お早めに選挙管理委員会へお問い合わせください。 

 
●問合せ先 選挙管理委員会 ２－３１１１ 

選挙管理委員会からのお知らせ  
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②
空
い
て
い
る
墓
地
区
画
に
、
伐
採
木
を
再
利
用

し
た
チ
ッ
プ
を
敷
く
こ
と
で
、
雑
草
が
生
え
に

く
く
し
、
生
え
た
場
合
も
容
易
に
抜
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
す
る
。 

 

今
回
は
、
現
在
使
用
者
の
い
な
い
上
か
ら
７
段
目

お
よ
び
８
段
目
の
み
行
い
ま
し
た
。今
回
の
作
業
で
、

維
持
管
理
の
効
率
が
ど
れ
ほ
ど
上
が
る
の
か
、
ま
た

景
観
等
に
問
題
が
無
い
か
な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
、

今
後
の
対
策
の
実
施
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、霊
園
の
使
用
者
の
皆
様
、ま
た
、

そ
の
他
村
民
の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
様
子

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介 

 

１
月
１
日
付
け
で
、
奥
山
篠
一
さ
ん
（
母
島
）
、

南
美
幸
さ
ん
（
父
島
）
が
法
務
大
臣
か
ら
新
た
に
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
人
権
に
関
す
る

様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
相
談
に

応
じ
る
の
が
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
で
す
。 

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
上
で
、
最

も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

人
権
擁
護
委
員
は
、
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
人
権
問

題
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
身
近
な
窓
口
で
す
。
相
談
は

無
料
で
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

◆
奥
山 

篠
一
（
お
く
や
ま 

し
の
か
ず
）
委
員 

母
島
字
静
沢 

（
電
話
３
―
２
０
５
１
） 

 

◆
南 

美
幸
（
み
な
み 

み
ゆ
き
）
委
員 

父
島
字
西
町 

（
電
話
２
―
２
２
２
１
） 

 

● 

問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

年
金
受
給
者
現
況
届
の
提
出 

 

年
金
受
給
者
は
、
毎
年
１
回
「
年
金
受
給
者
現
況

届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

現
況
届
の
用
紙
（は
が
き
）は
、
誕
生
月
の
初
旬
に

本
人
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、

そ
の
月
の
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

こ
の
届
は
、
年
金
を
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
が
遅
れ

る
と
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、
１

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
は
、
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

用
紙
を
紛
失
し
た
場
合
や
諸
事
情
に
よ
り
提
出

が
遅
れ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 
母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、

３
月
30
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 
 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
昼
休
み
中
も
開
設
し
て
い
ま
す
。） 

 

【
場
所
】
父
島 

村
民
課
住
民
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

     

ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出
に
つ
い
て 

 

３
月
は
、
ポ
ン
コ
ツ
車
島
外
搬
出
の
申
込
み
が
多

く
な
り
ま
す
。 

搬
出
は
共
勝
丸
に
よ
り
毎
月
３
回
程
度
行
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
１
度
に
搬
出
で
き
る
台
数
に
限
り

が
あ
り
、
ま
た
予
約
受
付
後
の
事
務
手
続
き
に
半
月

ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

特
殊
装
備
付
で
別
途
見
積
り
が
必
要
と
な
る
場
合

な
ど
、
さ
ら
に
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

島
外
搬
出
は
四
輪
車
・
二
輪
車
・
タ
イ
ヤ
と
も
全

て
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
約
は
随
時
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。 

料
金
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

【
診
療
日
程
】
３
月
12
日
（土
）
、
13
日
（日
） 

【
場 

 

所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 
【
申
込
期
間
】
３
月
１
日
（火
）
～
11
日
（金
） 
【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

地
域
振
興
に
係
る 

補
助
事
業
の
募
集
（
上
期
分
） 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体･

グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
事
業
費
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。 

【
対
象
団
体
】 

   

概
ね
５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、
振
興
公
社
が
補

助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど
を
持
つ
グ

ル
ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育

成
に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
、
１
０
０

万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。
な
お
、
視
察
に

関
す
る
も
の
は
、
補
助
の
対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】 

６
月
１
日
～
平
成
18
年
５
月
31
日 

（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
最 

長
２
年
間
） 

【
提
出
書
類
】 

計
画
書
（
指
定
様
式
）
、
収
支
計
画
書
、
会
の 

 

規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
交
付
要
綱
は
企
画
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
３
月
31
日
（木
） 

【
提 

出 

先
】
父
島 

企
画
課 

母
島 

母
島
支
所 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
審
査･

決

定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
２
０ 
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南
島
が
天
然
記
念
物
に
な
り
ま
し
た 

 
 

 
南
島
と
そ
の
周
辺
地
域
が
東
京
都
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 【
名 

称
】
南
島
沈
水
カ
ル
ス
ト
地
形 

 

【
種 

別
】
東
京
都
指
定
天
然
記
念
物 

 

【
所 

在
】
東
京
都
小
笠
原
村
南
島 

周
辺
島
し
ょ
、
岩
礁
お
よ
び
海
域 

 

【
所
有
者
】
国 

【
指
定
面
積
】
10
・
９
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

 

【
指
定
日
】
平
成
17
年
２
月
22
日 

 

【
指
定
理
由
】 

南
島
と
そ
の
周
辺
海
域
に
は
、
典
型
的
か
つ
特

徴
的
な
カ
ル
ス
ト
地
形
群
が
ま
と
ま
っ
て
存
在

し
、
見
事
な
景
観
を
作
り
出
し
て
い
る
。
第
三
紀

（
約
５
千
万
年
～
２
千
万
年
前
）
に
由
来
す
る
小

笠
原
群
島
の
沈
水
カ
ル
ス
ト
地
形
は
、
学
術
的
に

も
貴
重
で
あ
る
。 

 ●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

                  

小
笠
原
村
奨
学
資
金 

 

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
ま
た

は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資

金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

貸
付
の
資
格
・
条
件
、
償
還
の
方
法
な
ど
、
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
都
内

の
全
市
町
村
が
共
同
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
住
民
の

皆
様
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時

に
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

３
月
か
ら
加
入
の
受
付
を
行
な
い
ま
す
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
加
入
申
込
書
は
、各
戸
配
布
い
た
し
ま
す
。 

 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

年
額
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
額
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

 

● 

問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

          

     

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 
 【
日
時
】
３
月
６
日(

日) 

午
後
３
時
～ 

※
合
格
者
に
は
、
後
日
実
技
講
習
を
実
施
し
ま
す
。 

【
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

【
持
ち
物
】 

住
民
票
（
本
籍
記
載
で
３
か
月
以
内
の
も
の
） 

写
真 

１
枚
（
縦
３
㎝
×
横
２
・４
㎝
） 

手
数
料 

３
４
０
０
円 

筆
記
用
具
（
鉛
筆
ま
た
は
黒
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
） 

【
申
込
期
限
】
３
月
６
日(

日) 

午
前
中
ま
で 

 

◎
母
島
駐
在
所
開
所 

 

建
築
中
だ
っ
た
母
島
駐
在
所
が
完
成
し
、
３
月
１

日
よ
り
開
所
い
た
し
ま
す
。 

【
住 

 

所
】
母
島
字
元
地 

【
電
話
番
号
】
３
―
２
１
１
０ 

              

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
２
―
２
１
１
０ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
３
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

【
日
時
】
３
月
23
日
（水
）
午
後
５
時
～
６
時 

 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

兄
島
ノ
ヤ
ギ
排
除
作
業 

 

東
京
都
で
は
、
小
笠
原
固
有
の
生
態
系
や
自
然
環

境
を
守
る
た
め
、
兄
島
に
お
い
て
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
を

開
始
い
た
し
ま
す
。 

３
月
末
よ
り
兄
島
の
家
内
見
崎
で
柵
へ
の
ノ
ヤ
ギ

追
い
込
み
に
よ
り
排
除
を
実
施
し
ま
す
。 

３
月
上
旬
、
二
見
港
周
辺
よ
り
資
材
運
搬
の
た
め

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
２
時
間
程
度
離
発
着
さ
せ
る
予

定
で
す
。 

短
時
間
で
の
離
発
着
を
心
が
け
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
予
定
で
す
が
、
エ
ン
ジ
ン
音
等
の
発
生
に

よ
り
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
、
ご
理
解
と

ご
協
力
の
程
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

加
藤
・
北
野 

２
―
２
１
２
３ 
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ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
 

◎
春
の
特
設
展 
実
物
大
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
、
ク
イ
ズ
、 

ク
ジ
ラ
情
報
満
載
！  

【
日
時
】
３
月
３
日
（木
）
～
４
月
６
日(

水) 
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎
海
藻
観
察
会
（
採
っ
て
食
べ
て
学
ぼ
う
！
） 

 

【
日
時
】
３
月
21
日
（月
）
午
後
１
時
～
４
時 

【
集
合
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
定
員
】
15
名 

※
要
予
約 

【
持
ち
物
】
は
さ
み
、
お
わ
ん
、
箸 

(

濡
れ
て
も
良
い
服
装) 

【
参
加
費
】
１
０
０
円(

保
険
代) 

 

◎
初
心
者
の
た
め
の
写
真
教
室 

 

【
日
時
】
３
月
23
日
（水
）
午
後
１
時
～
４
時 

【
内
容
】
初
心
者
向
け
。
大
神
山
公
園
付
近
で
の
自

然
、
風
景
を
撮
影
す
る
予
定
で
す
。 

【
集
合
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
定
員
】
15
名 

※
要
予
約 

【
持
ち
物
】
カ
メ
ラ
（
デ
ジ
カ
メ
、
使
い
捨
て
カ
メ

ラ
い
ず
れ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。） 

【
参
加
費
】
１
０
０
円(

保
険
代) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
。）。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
15
日
（火
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
16
日
（水
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ･

予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 
テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 

 
 

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
（※
）に
よ
り
、
次
の

時
間
、
放
送
が
中
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
予 

想 

日
】
３
月
７
日
（月
）
～
11
日
（金
） 

【
予
想
時
間
】
昼
12
時
44
分
頃
か
ら
約
６
分
間 

 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害 

太
陽
、
放
送
衛
星
、
受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん
だ

時
に
、
衛
星
か
ら
の
電
波
と
と
も
に
強
力
な
太
陽
雑

音
を
受
け
る
た
め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。 

春
分
の
日
、
秋
分
の
日
前
後
に
発
生
し
ま
す
。 

 

◎
脱
退
手
続
に
つ
い
て 

 

転
勤
な
ど
で
小
笠
原
村
か
ら
転
出
す
る
組
合
の
方

は
、
脱
退
手
続
を
忘
れ
ず
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
受
付
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

（
村
役
場
第
２
庁
舎
） 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 

２
―
３
５
１
０ 

                                          

                                          

 
 
 

 
 
小笠原海運では、伊豆諸島の鳥島に繁殖中の国際保護鳥・特別天然記念物アホウドリと聟島周辺で海鳥探鳥とザトウクジラを

ウォッチングするツアーを実施します。 
ツアーには「アホウドリ」「ザトウクジラ」に関する専門の講師も同行します。 
 
【行 程】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
海上状況により、行程の一部変更または中止する場合があります。 

 
【島内募集数】 ５０名 
 
【参 加 費】 大人 １７,０００円、 学生 １４,５００円、 子供 ９,０００円 

※参加費にはおがさわら丸２等運賃、旅行傷害保険料を含みます。（行程中の食事代は含みません。） 
上級船室希望の場合は、お問い合わせください。 

 
【後   援】 小笠原村、小笠原村観光協会、母島観光協会、小笠原ホエールウオッチング協会、小笠原自然文化研究所 
 
●お申し込み・お問い合わせ  小笠原海運（株）父島営業所 ２－２１１１ 

 

 

月／日 行       程 宿 泊 

４月３日 
 

（日） 

18:00 二見港船客待合所 集合 
「アホウドリとザトウクジラのレクチャー」 

19:00 二見港発 ～～ 
船中泊 

４月４日 
 

（月） 

～～ 6:00 鳥島沖、夜明けとともにアホウドリ探鳥 
8:00 ～～ 9:00 孀婦岩ウォッチング～～ 
聟島周辺、海鳥探鳥とザトウクジラウォッチング 
～～ 19:00 父島着 

 

 
 

 

 



  NO．495    平成 17（2005）年 3月 1日（火）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-6- 

４
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 
「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

は
は
じ
ま
丸
の
運
賃
に
「燃
料
油
価
格
変
動
調
整

金
」を
適
用
し
て
い
ま
す
。 

４
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
３
月
分
か
ら
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

 【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》 

大
人 

７
７
９
０
円
（
＋
２
３
０
円
） 

小
人 

３
９
０
０
円
（
＋
１
２
０
円
） 

《
２
等
》 

大
人 

３
８
９
０
円
（
＋
１
１
０
円
） 

 
 
 

小
人 

１
９
５
０
円
（
＋
６
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
０
６
０
円
（
＋
１
４
０
円
） 

小
人 

２
５
３
０
円
（
＋
７
０
円
） 

 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
２
０
９
円
（
＋
１
４
５
円
） 

《
２
等
品
》
７
６
９
６
円
（
＋
１
３
６
円
） 

《
３
等
品
》
７
１
８
３
円
（
＋
１
２
７
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
２
３
円
（
＋
１
５
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
２
０
円
（
＋
１
１
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０  

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
父
島
） 

 

【
日
時
】
３
月
13
日
（日
）
正
午
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 
 

千
葉 

 
 
 

２
―
２
６
２
８ 

 
 
 
 
 
 
 

永
合 

 
 
 

２
―
３
０
０
５ 

  

小
笠
原
く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５ 

 

―
郷
土
芸
能
と
エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

優
勝
作
品
発
表
会
― 

  

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
３
月
１
日
～
５
月
10

日
ま
で
の
間
、「
く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」と
し

て
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
を
島

内
か
ら
盛
り
上
げ
る
た
め
の
様
々
な
企
画
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

 

そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
郷
土
芸

能
と
エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
作

品
発
表
会
を
行
な
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
の
応
募
数
が
昨
年

の
２
倍
、
96
作
品
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
最
終
審

査
に
残
っ
た
作
品
の
紹
介
、
優
秀
作
品
の
発
表
と
郷

土
芸
能
披
露
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い
ま
す
。
さ
ら
に

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
研
究
・
写

真
家
と
し
て
有
名
な
水
口
博
也
さ
ん
に
も
出
演
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
石
田

長
生
さ
ん
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
小
笠
原
の
曲
を
発
表
し

ま
す
。
夜
店
の
出
店
や
優
秀
デ
ザ
イ
ン
Ｔ
シ
ャ
ツ
の

即
売
会
、
終
了
時
に
は
花
火
の
打
ち
上
げ
も
あ
り
ま

す
の
で
、皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
日
時
】
３
月
５
日
（土
）
午
後
６
時
30
分
～
９
時 

 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
ま
つ
り
広
場 

（
荒
天
の
場
合
は
船
客
待
合
所
） 

 

【
出
演
】 

ボ
ニ
ン
囃
子 

ナ
ァ
・
プ
ア
・
ナ
ニ
・
オ
・
マ
ク
ア 

南
洋
踊
り
保
存
会 

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ 

ボ
ニ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

 

【
特
別
ゲ
ス
ト
】
石
田
長
生
、
水
口
博
也 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 
 

２
―
２
５
８
７ 

創
造
性
教
室
参
加
者
募
集 

 

坂
部
創
造
性
教
室
（本
部 

愛
知
県
犬
山
市
）の「
小

笠
原
（
18
）キ
ャ
ン
パ
ス
」を
開
校
し
ま
す
。 

 

内
地
の
子
ど
も
た
ち
と
の
「友
情
の
ふ
れ
合
い
」を

願
う
「小
笠
原
っ
子
」の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
ま
で
に
参
加
経
験
の
あ
る
高
校
生
の
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
。 

【
対 

象
】
小
学
校
３
年
生
～
高
校
生 

【
日 

程
】
３
月
27
日
（日
）～
30
日
（水
） 

【
場 

所
】
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

【
募
集
数
】
約
20
名
（
先
着
順
） 

【
参
加
費
】
１
万
円 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

相
原
２
―
２
７
０
５
、
佐
々
木
２
―
２
７
４
８ 

      

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 
《
日
時
》
３
月
10
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

２
時
～
２
時
30
分
） 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
11
日
（金
）
午
後
２
時
～
４
時 
（
受
付
時
間 

２
時
～
２
時
30
分
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 ●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
の
？
」
⑤ 

 

【
海
域
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
る
の
？
】 

 

世
界
自
然
遺
産
の
登
録
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
父

島
や
母
島
な
ど
の
陸
上
部
分
に
つ
い
て
お
話
し
て
き

ま
し
た
が
、
海
域
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る

の
か
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
11
月
末
に
行
わ
れ
た
村
民
説
明
会
で
は
、
東

京
都
が
設
置
し
た
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
関
す
る

推
進
会
議
」
の
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
周
辺
海
域
に
つ
い

て
も
、
サ
ン
ゴ
礁
や
変
化
に
富
ん
だ
島
し
ょ
景
観
な

ど
の
優
れ
た
自
然
景
観
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
世
界

自
然
遺
産
の
登
録
基
準
を
満
た
す
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
具
体
的
に
は
、
国
立
公
園
の
海
中
公

園
地
区
と
普
通
地
域
の
指
定
区
域
を
登
録
候
補
地
と

し
て
検
討
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
、
海
域
が
推
薦
地
域
と
な
っ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
な
保
護
措
置
が
必
要
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

検
討
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
す
。 

海
域
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
漁
業
や
観
光
利
用

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
利
用
形
態
に
影
響
が

生
じ
る
の
か
ど
う
か
、
今
後
の
検
討
状
況
を
み
た
う

え
で
、
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 【
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
さ
れ
て
も 

登
録
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
？
】 

 

村
民
の
方
々
か
ら
ご
質
問
が
あ
っ
た
事
項
と
し
て
、

「
推
薦
さ
れ
た
は
い
い
が
、
登
録
さ
れ
な
い
こ
と
も
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あ
る
の
で
は
な
い
か
？
」「
登
録
が
認
め
ら
れ
ず
規

制
の
強
化
だ
け
が
残
さ
れ
な
い
か
？
」
と
い
っ
た
問

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
現
在
お
答
え

で
き
る
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

世
界
自
然
遺
産
に
つ
い
て
は
、
各
国
政
府
か
ら
ユ

ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
が
行
わ
れ
た
後
、
専
門
家
の
現
地

調
査
な
ど
約
１
年
に
わ
た
る
審
査
・
審
議
を
経
た
う

え
で
、
登
録
の
可
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
既
に
登
録
さ
れ
た
他
の
地
域
と
の
優
位
性
、
独

自
性
も
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
認
定
基
準
は
非
常
に
厳

し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
諸
島
と
同
様
に
火
山
性
の
海
洋
島
と
し
て
、

既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島

や
東
レ
ン
ネ
ル
（ソ
ロ
モ
ン
諸
島
）が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
地
域
と
の
比
較
に
つ
い
て
、
国
の
候
補
地

検
討
会
の
中
で
は
「
固
有
種
の
絶
対
数
で
は
及
ば
な

い
も
の
の
、
太
平
洋
西
部
・
北
西
部
で
小
笠
原
の
よ

う
な
高
い
固
有
率
を
示
す
地
域
は
な
い
」
と
の
評
価

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
政
府
の
推
薦
が
こ
れ
ま
で
否
決
さ
れ

た
例
は
な
く
、
日
本
の
法
制
度
に
対
す
る
信
頼
性
も

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
の
場
合
、
学
術
的
な
課
題
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
国
の
検
討
会
で
も
指
摘
さ
れ
た
「
移
入
種
対
策
」

と「
一
部
の
重
要
な
地
域
に
お
け
る
保
護
担
保
措
置
」

の
問
題
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
登
録
が
否
定
さ
れ
な

い
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
今
後
の
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
国
や
東
京
都
な
ど
関
係
機

関
と
協
力
し
て
対
応
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

企
画
課 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
２
０ 

      

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
８ 

「
ピ
ア
ス
（
ノ
ッ
チ
）」 

                     

 

ピ
ア
ス
（個
体
識
別
番
号
♯
39
）は
子
供
を
連
れ

て
い
る
の
で
メ
ス
の
イ
ル
カ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ア
ス
と
い
う
名
前
は
背
ビ
レ
に
貫
通
し
て
い
る
穴

が
、耳
な
ど
に
つ
け
る
ピ
ア
ス
の
穴
の
よ
う
な
の
で
、

こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ア

ス
に
は
別
名
が
あ
り
、
ノ
ッ
チ
と
呼
ん
で
い
る
ガ
イ

ド
さ
ん
も
い
ま
す
。
ノ
ッ
チ
と
は
V
字
の
刻
み
目
と

い
う
意
味
で
、
尾
ビ
レ
の
付
け
根
辺
り
に
V
字
の
切

れ
込
み
が
あ
る
こ
と
が
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

イ
ル
カ
調
査
隊
で
は
、
ピ
ア
ス
に
た
び
た
び
お
目

に
か
か
り
ま
す
。
非
常
に
特
徴
的
で
小
笠
原
の
ド
ル

フ
ィ
ン
ス
イ
ム
で
は
有
名
な
イ
ル
カ
で
す
。 

◎
ク
ジ
ラ
の
陸
上
観
察
会 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
の
夕
方
に
無
料
の
ク
ジ
ラ

観
察
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

当
協
会
の
ク
ジ
ラ
博
士
、
森
主
任
研
究
員
が
楽
し

い
ク
ジ
ラ
の
世
界
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
３
日
、
９
日
、
15
日
、
21
日
、
27
日 

 

午
後
４
時
～
５
時 

【
場
所
】
三
日
月
山
展
望
台 

現
地
集
合
解
散 

【
持
ち
物
】
双
眼
鏡
（
で
き
れ
ば
）、
防
寒
着 

※
双
眼
鏡
は
当
協
会
で
レ
ン
タ
ル
し
て
い

ま
す
。（
３
０
０
円
／
日
） 
 

◎
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー 

「
ク
ジ
ラ
は
な
ぜ
跳
ぶ
の
か
？
」 

 

当
協
会
の
ク
ジ
ラ
博
士
、
森
主
任
研
究
員
が
楽
し

い
ク
ジ
ラ
の
世
界
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
４
日
、
10
日
、
16
日
、
22
日
、
28
日 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
費
用
】
５
０
０
円
（
資
料
代
） 

※
村
民
・
会
員
は
無
料 

 

◎
第
34
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

「
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
裏
方
体
験
」 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
室
内
型
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を
開
催

し
ま
す
。 

こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
オ
ン
・ザ
・ジ
ョ
ブ
・ト
レ
ー
ニ
ン

グ
形
式
で
手
伝
う
こ
と
を
今
月
の
勉
強
会
と
し
ま
す
。 

裏
方
体
験
を
通
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
方
法

な
ど
を
考
え
な
が
ら
一
緒
に
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
日
時
】
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
開
催
日 

 
 
 
 
 

午
後
６
時
30
分
～
９
時 

※
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
、
な
る
べ
く
前
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
45 

 

― 

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
パ
ー
ト
２ 

― 
 

昨
年
11
月
に
東
京
都
が
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発

計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。 

前
回
に
引
き
続
き
、
こ
の
計
画
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
係
す
る
部
分
（
具
体
的
な
事
業
計
画
）
を
抜

粋
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

１ 

自
然
環
境
の
保
全 

 

○
外
来
生
物
（移
入
種
）対
策
等
の
推
進 

 ・
貴
重
な
動
植
物
を
保
護
す
る
た
め
の
外
来
生
物

（移
入
種
）対
策
の
推
進 

・
自
然
保
護
上
重
要
な
地
区
の
調
査
、
保
護
担
保

措
置
等
を
実
施
し
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
を

目
指
す
。 

 

○
景
観
の
保
護
及
び
植
生
回
復 

 ・
景
勝
地
買
収
や
植
生
回
復
等 

 

○
自
然
の
保
護
と
利
用
と
の
両
立 

 

・
ル
ー
ル
に
基
づ
く
利
用
、
自
然
ガ
イ
ド
の
養
成 

・
自
然
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

 

２ 

観
光
の
開
発
に
関
す
る
事
項 

 

○
新
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発 

 ・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進 

・
戦
跡
巡
り
観
光 

ル
ー
ト
や
体
験
交
流
型
観
光 

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発 

 

○
観
光
客
受
入
態
勢
の
整
備 

 ・
宿
泊
施
設
の
整
備
、
既
存
施
設
の
設
備
の
改
善 

・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
醸

 
 
 

 
 

成 
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・
園
地
、
遊
歩
道
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

観
光
関
連
施
設
の
整
備 
・
シ
ャ
ワ
ー
場
や
休
憩
施
設
な
ど
の
整
備
検
討 

・
雨
天
時
対
策
と
し
て
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
再
整
備
、
温
浴
施
設
等
の
整
備
検
討 

 

○
観
光
業
と
他
産
業
と
の
連
携
強
化 

 ・
観
光
業
と
農
業
、
水
産
業
、
商
工
業
と
の
連
携

強
化 

・
島
内
流
通
体
制
な
ど
地
産
地
消
の
仕
組
み
づ
く

り
や
特
産
品
の
開
発 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化
の

保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域
振

興
す
る
と
い
う
考
え
方 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

２
―
３
２
１
５ 

                   

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
45 

 

―
ク
ジ
ラ
の
美ち

ら
海

う
み

を
訪
れ
て
― 

 

小
笠
原
か
ら
１
６
０
０
㎞
西
に
位
置
す
る
沖
縄
。

浅
い
サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
海
は
、

地
元
の
言
葉
で
美
ら
海
（美
し
い
海
）と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
と
は
有
名
で
す
。 

沖
縄
周
辺
の
海
域
は
、
小
笠
原
と
並
ん
で
北
太
平

洋
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
繁
殖
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
沖
縄
本
島
の
西
40

km
に
位
置
し
、

小
さ
な
島
々
が
寄
り
添
う
よ
う
に
集
ま
る
慶
良
間
諸

島
は
、
繁
殖
活
動
の
格
好
の
場
所
の
よ
う
で
、
冬
か

ら
春
に
か
け
て
多
く
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
を

わ
か
せ
て
い
ま
す
。 
ま
た
、
１
９
８
９
年
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
調
査
に

よ
っ
て
、
約
５
０
０
頭
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
写
真
で

識
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
―
沖
縄
間
で
、
こ
れ

ら
の
写
真
を
比
較
す
る
と
、
何
頭
も
同
じ
ク
ジ
ラ
が

存
在
し
、
同
じ
大
き
な
グ
ル
ー
プ
の
中
に
属
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
※1
）。 

               

ま
た
、
沖
縄
は
、
２
０
０
３
年
に
は
じ
ま
っ
た
国
際

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

「Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ 

（
※2
）」 

の
ア
ジ
ア
の
調
査
海
域
と
し
て
も
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。 

２
月
初
旬
に
は
、
沖
縄
で
調
査
に
参
加
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
が
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
「Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ 

」

の
調
査
方
法
に
慣
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
指
導
の
た
め
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

                        
 

沖
縄
の
皆
さ
ん
の
情
報
で
は
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

シ
ー
ズ
ン
は
、
１
月
～
３
月
で
驚
い
た
こ
と
に
、
４

月
に
は
、
ぱ
っ
た
り
と
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
通

常
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
て
の
子
ク
ジ

ラ
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
中
く
ら
い
の
若
そ
う
な

ク
ジ
ラ
が
多
く
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

こ
の
数
年
、
小
笠
原
、
沖
縄
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ロ

シ
ア
を
つ
な
ぐ
ク
ジ
ラ
が
続
々
と
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。中
で
も
小
笠
原
―
沖
縄
間
は
密
に
移
動
が
あ
り
、

回
遊
ル
ー
ト
な
ど
、
今
後
の
発
見
が
楽
し
み
で
す
。 

 

山
口
真
名
美 

（
※1
） Yamaguchi, M. et al. 1995. 

（
※2
） http://bonin-ocean.net/ 

O
M
C
zatou-splash.htm

l 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
http://bonin-ocean.net 

                                 

 

船に体を固定する腰のロープ

をクライミング用ハーネスに

変えて、調整中のカメラマン

 

20年近く慶良間諸島座間味島近海でクジラの 

尾ビレを追い続けるベテラン船主の皆さんと 

ウォッチャーの皆さん 

沖縄本島と慶良間諸島 
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村村でではは、、先先月月1111、、1122日日にに、、東東京京のの丸丸ビビルルとと横横浜浜ののラランンドドママーーククププララザザでで小小笠笠原原のの写写真真展展をを開開催催しし、、そそのの中中でで「「SSUUPPEERR  LLIINNEERR  

OOGGAASSAAWWAARRAA」」（（以以下下、、新新船船。。））のの紹紹介介もも行行いいままししたた。。ままたた、、1133日日ににはは父父島島沖沖でで、、新新船船にに搭搭載載さされれるる予予定定のの救救命命シシスステテムムのの海海上上  

試試験験がが行行わわれれままししたた。。今今月月号号ででははここれれららのの話話題題ををごご紹紹介介ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                              

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

      

                                イインンフフォォメメーーシショョンンカカウウンンタターー  レレスストトラランンのの内内装装工工事事中中      岸岸壁壁ににてて係係留留艤艤装装中中  

                                        内内装装工工事事中中  

●問合せ先 企画課 ２－３１２０ 

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ   コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．７７７   

☆ 大型客船並の救命システムが搭載されます。 

新しいシステムは、従来の膨張式救命いかだとシューター（船上から

海面レベルまで降りるための滑り台のようなもの）が一体となったもの

で、船上から滑り降りた後にいかだに乗り移る必要がなく、脱出時間が

大幅に短縮され、避難する際の乗船者の安全性が高まります。 

試験は、新システムをおがさわら丸で沖合に運

び、実際に海上に投下して行われました。膨張さ

せる試験、人が降下して乗り込む試験、荷重をか

ける試験、本船から切り離す試験などが行われ、

所定の性能を確認することができました。 

日本では初めてじゃが、世界的には大型客船を中心に欧米で随分使われ

ているようじゃ。あの有名なダイヤモンドプリンセスやサファイアプリン

セスにも同じような救命システムが採用されとるそうじゃ。新船の救命シ

ステムは大型客船並みになるということじゃのう。 

☆ 内装工事が進んで、船内の様子が随分見えてきました。

ホテルのフロントのよう

だね。サービスももっと良

くなるよ。 

☆ 小笠原写真展を開催。新船に関する質問が集中！

同時にＦＭラジオ２局で放送された小笠原特

番の効果もあって、2日間の来場者数は東京の丸

ビル会場と横浜のランドマーク会場合わせて約

9，000人と大盛況だったとです。来場者から出

た質問の多くが新船のことだったそうですたい。



父島動物巡回診療申込（～11） 東京三弁護士会による法律相談（父島）

父島ノヤギ駆除 高校図書館開放（17:30～20:00）

芝税務署による申告相談（父島 ～4）

高校図書館開放（17:30～20:00）

出港日

入港日 小笠原中学校、母島小学校、母島中学校卒業式

予防接種（ポリオ、三混、風疹、麻疹、日脳）

ビジターセンター春の特設展(～4/6) 高校図書館開放（14:00～16:30）

クジラの陸上観察会（9,15,21,27）

ＯＷＡナイトレクチャー(10,16,22,28)

小笠原高等学校卒業式 入港日

くじらフェスタ2005 海藻観察会

高校図書館開放（14:00～16:30）

出港日

原付免許学科試験 小笠原小学校卒業式

母島巡回労働相談

テレビ地上波放送中断（～11） 初心者のための写真教室

父島ノヤギ駆除 高校図書館開放（17:30～20:00）

出港日

粗大ゴミ収集（母島）

入港日

高校図書館開放（17:30～20:00）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 高校図書館開放（14:00～16:30）

乳幼児健診・歯科健診（母島） 入港日

高校図書館開放（14:00～16:30）

出港日

父島動物巡回診療（～13）

高校図書館開放（14:00～16:30）

フリーマーケット（父島） 出港日

村民意見・提案・相談・受付窓口

父島ノヤギ駆除 高校図書館開放（17:30～20:00）

入港日 地域振興に係る補助事業募集締切

東京三弁護士会による法律相談（母島）

土26

31 木

30 水

9

火

18 金

19 土

21 月

27 日

水

日付 曜日 行　事　予　定

1 火

2

行　事　予　定日付 曜日

16 水

23 水

15

金11

水

木

6 日

10

土12

24 木

25 金

28 月

29 火

17 木

22 火

20 日

3 木

8 火

4 金

5 土

月7

14 月

13 日

振替休日

春分の日


